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概要

構造概要
工事名称：令和6年度  補助道路橋梁耐震工事

工事場所：滋賀県

施工箇所： （P4橋脚・P5橋脚）

工事内容：アンカーボルト引張試験（水平力分担構造）

発注者名：

請負者名：

試験年月日
令和 7年3月28日

試験実施者
井上 典男

 辻  宏和

試験項目
アンカーボルト引張荷重確認（センターホールジャッキ使用）

令和6年度  補助道路橋梁耐震工事において、アン
カーボルトを既設コンクリートとエポキシ樹脂で付着させ、固着力強度を確認するため
に油圧ジャッキ（センターホール型）にて引張試験を実施しました。
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試験場所
試験場所の付近見取図を図1－1に示す。

図1－1    付近見取図

滋賀県
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試験位置および試験体
試験位置および試験体を表2－1に示す。また、図2－1,2に位置図を示す。

976.0mm2 615mm 3本 317.0KN

設計荷重

表2－1 試験位置および試験体

検査位置

P5橋脚 終点側
（水平力分担構造） D41（M39）

310.0KN

SD345

3本D41（M39） SD345 976.0mm2 615mm
P4橋脚 起点側

（水平力分担構造）

試験本数
アンカー

径
アンカー

種類
アンカー
埋込長

有効断面積
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試験荷重
最大試験荷重を表4－1に示す。

次に、常用圧力を下記に示す。

P4橋脚 起点側 （水平力分担構造）

最大試験荷重 313,700 Ｎ

ジャッキの受圧面積 10,976 mm2

最大試験応力 ≒ 28.6 Mpa

P5橋脚 終点側 （水平力分担構造）

最大試験荷重 320,600 Ｎ

ジャッキの受圧面積 10,976 mm2

最大試験応力 ≒ 29.2 Mpa

№2

(１Ｐa＝１Ｎ／ｍ2 ） ⇒ （１ＭＰa＝１Ｎ／ｍｍ2 ）

№2・№3

(１Ｐa＝１Ｎ／ｍ2 ） ⇒ （１ＭＰa＝１Ｎ／ｍｍ2 ）

表4－1 最大試験荷重

試験位置 定着アンカー径 試験本数 試験荷重 ジャッキ施工方向

P4橋脚 起点側
（水平力分担構造） D41（M39） 3本 65ton水平313.7KN

65ton
P5橋脚 終点側

（水平力分担構造） D41（M39） 3本 320.6KN 水平
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試験結果
本試験は、目標とする緊張荷重を満足するか否かの目的で実施し、以下点に留意した

上で合否の判定とした。

①目標とする最大緊張荷重を満足したか。

②試験終了後、アンカーボルト周辺の樹脂に異常はなかったか。

（引き抜きによるひび割れ、盛り上がり等）

試験結果であるが、全点ともに最大荷重を満足した。

また、試験終了後のアンカーボルト周辺についても異常はなかった。

したがって、アンカーボルトの耐力および樹脂の付着は十分に満足しているものと判断できる。
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・試 験 結 果
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・データ集(プリントアウト結果)
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・写真集(試験状況)
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